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孝典孝俊・石川綱川那珊川における遡上アユおよび釣獲アユの醇化日推定

(平成26年度)

(全体の24.4%)， 個体)は， 11月上旬生まれの個体が最も多く的目

10月中旬から 12月上旬生まれの個体が全体の82.9%で、あった。那珂川は県内有数のアユ漁場であり，年間平均延べ42万人も

また，2013年の4月から 5月に樹甫した遡上アユ (130個体)しかし，近年アユの遡上の遅れにより，釣の釣り客が訪れる。

(全体の20.8%)， 10月は， 10月下旬生まれの個体が最も多く獲盛期の遅れぞ釣れ具合の低下が確認されている。1)特に 2∞7

上旬から 11月中旬生まれの個体が全体の82.3%であった。ょっ年(早期遡上の多い年)以降は，早期の遡上が少ない年が続い

て，那珂川における 4月から 5月の遡上アユの日間七日は，早期本研究では，2014年の遡上アユおよひ溜り獲アユの鮮ている。 1)

遡上量の多い少ないに関わらず，年による差があまりなく，早化日を推定し，~I附七日の遅れの有無，釣獲日と場所における僻

期遡上量が少ない年でも早生まれの個体が相主することが明ら

かとなった。

化日の違いについて整理した。

また，2014年の4月上旬に遡上した個体と 5月下旬に遡上し材料および方法

た個体の貯化日を比較したところ，前者は10月中旬から下旬生日齢査定をするため，遡上アユおよび釣獲アユの瞬化日推定

まれが75.0%，後者は11月上旬から中旬生まれが60.0%と，遡スライドグラス上でエポ採集魚から耳石(扇平石)を摘出し，

上の早い個体ほど1附七日が早し、傾向が示された。この傾向は，キシ樹脂にて包埋した。その後，耳石を研磨機 伽arumotoS岡 町

2014年と同じく早期の遡上が多かった2∞7年も同様で，4月上S5629)を用いて核が露出する寸前まで研磨し伺麟氏#24∞ と

旬に遡上した個体のR閉じ日は， 10月中旬から 11月中旬生まれが#4(削を使用)，カメラ付き里帰提覚で撮影後にプリントアウトし

67.6%， 5月中旬に遡上した個体は11月下旬から 12月上旬生またものから日輸を計数することで日齢を査定した。また，樹甫

れが70.0%で、あった。一方，早期の遡上が少なかった2013年の日から日齢を差し引き，鮮化日を推定した。遡上アユの樹甫は，

4月中旬と 5月下旬に遡上した個体の解化日を比較してみると，2014年4月3日から5月28日の期間に概ね1週間間隔で樹伺を

その割合はそれぞれ共に 10月上旬から 11月上旬に集中し，用いて行い，1調査日につき 10個体をサンプルとしてランダム

7l.4 %， 70.0 %と遡上時期の差が見られなかった。つまり，那珂に抽出した。採捕地点は，那珂川のテイテイ淵下流(茂木町小

川|におけるアユの早期遡上量の多い少ないは，早期の産卵量に深)で実施した。また，釣獲アユは， 6月から 10月の各月 4地

加え，早期に流下した個体の海での成長，遡上期の河川水温や区(那珂川上流から寒井，黒羽，鳥山，茂木)で釣獲されたア

流量等に影響を受けているものと考えられる。とりわけ，2014 ユのうち， 10個f制三つをサンプルとしてランダムに抽出し使用

年は2∞7年や2013年に比べ遡上アユの解化日の範囲が狭く，した (8月から9月の茂木と 10月の寒井・黒羽は9個体のみ，

10月下旬に全体の35.6% (最大値〉がR閉じしていることから，10月の茂木と鳥山l討対南できず)。なお，解析に使用した釣獲ア
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2∞7年，2013年および2014年の4月から5月に採捕され

10月中旬頃にまとまった産卵があったものと考えられる。
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ユは，下酬腕孔の左右対称性同倣上方横列鱗数(17枚以上)

により，すべて天然アユであることを確認した。

結果およt舟察

2014年の4月から5月に樹甫した遡上ア遡上アユの瞬化日

10 (全体のユ(卯 個体)は， 10月下旬生まれの個体が最も多く

35.6 %)， 10月中旬から 11月中旬生まれの個体が全体の84.4% 

で、あった(図lL2014年は早期の遡上が多しサ遡上パターンA1)fこ

分類されるが，同じく早期の遡上が多かった2∞7年，早期の遡

た遡上アユの僻化日の比較
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上が少なかった2013年(遡上パターンC1))の聞において』閉じ

日を比較した。 2∞7年の4月から5月に樹甫した遡上アユ (123
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釣獲アユの1間七日は，釣獲場所間で大き釣獲アユの瞬化日

昼且
15 な違いはみられなかったが，釣獲期間6月から8月と 9月から

10 10月とでは，後者のほうが1将司七日が遅い個体で構成されている

ことがわかった(図2)。
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6月から 8月に釣獲された個体の鮮化日は， 11月上旬の個体
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Z且(全体の32.8%)，10月下旬から 11月下旬生まれのが最も多く
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(図2)，4月から5月に樹甫された個体が全体の84.0%であり
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遡上アユの解化日とおおむね一致していた。つまり， 6月から8

月に豊雄された個体は，早期に遡上した個体により構成されて

いるものと考えられる。特に6月の鋲漉個体は，4月から5月の

遡上アユに占める割合が最も高い 10月下旬から 11月上旬生ま

れの個体が72.5%と大部分を占めた(図 1，2)。一方，9月から

10月に釣獲された個体では，11月中旬と 12月上旬生まれの個 。
20 

(それぞれ全体の22.8%)，11月中旬から 12月下体が最も多く
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この旬生まれの個体が全体の80.7%であった(図2)。つまり， 15 

10 時期に釣獲された個体は， 4月から5月に採捕された遡上アユに

わずかに含まれる鮮化日の遅い個体(図 1)，あるし、は6月以降
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に遡上した後期遡上アユからなると考えられる。
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瞬化日

2014年6月から 10月に那珂川4地区において釣獲された

本調査に供した釣獲アユは，那珂川漁業協同組街車合会にご

提供いただきました。心より感謝申し上げます。
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調査試験報告要旨

那珂川における遡上アユおよび釣獲アユの瞬化日

推定 (p30-31) 

2014年の遡上アユおよび釣獲アユの鮮化日を

推定しました。 2014年の4月から 5月に採捕した

遡上アユは， 10月下旬生まれの個体が最も多く，

10月中旬から 11月中旬生まれの個体が全体の

84.4%でした。また， 4月から 5月の遡上アユの中

では，遡上の早い個体ほど僻化日が早い傾向が認

められました。6月から 8月に釣獲されたアユは，

10月下旬から 11月下旬生まれのものが全体の

84.0%と最も多く，特に 6月の釣獲個体は， 4月か

ら5月の遡上アユに占める割合が最も高い 10月下

旬から 11月上旬生まれの個体が大部分を占めま

した。一方， 9月から 10月に釣獲されたアユは，

11月中旬から 12月下旬生まれのものが全体の

80.7%でした。このことから，漁期前半に釣獲さ

れたアユの多くは，早期遡上アユにより構成され

ており，漁期後半の釣獲アユの多くは， 6月以降

に遡上した後期遡上アユからなると考えられます。
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